






要約:(1)HTLV-I 抗体陽性妊婦(以下「キャリア妊婦」)から出生した児における母乳授乳

期間と HTLV-I 感染の関係については、短期母乳授乳群の感染リスクが長期母乳授乳群よ

り有意に低率であることを示す結果と、両群の間に有意の差がないという相異なる結果が

得られた。この理由は不明であり、引き続き追跡調査を行う必要がある。(2)キャリア妊

婦より出生し、母乳を与えられないで人工乳にて育てられた児に関する追跡から、概ね 2.4

～6.3%程度の HTLV-I 感染がおこっていることが明らかとなった。(3)キャリア妊婦より出

生し母乳が与えられた児の感染率は 8.6～28.6%で、対象とする地域あるいは集団により

かなりの変動が認められた。(4)キャリア妊婦に対する保健指導の手引き書を作成するた

めの検討を行い、項目と分担を決定した。


